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一
、
は
じ
め
に

富
山
の
藩
校
「
広
徳
館
」
は
、第
六
代
藩
主
前
田
利
與
に
よ
っ
て
、安
永
二
年
（
一
七
七
三
）
に
設
立
さ
れ
た
。
そ
れ
か
ら
十
八
年
後
の
寛
政
三
年
、「
広
徳
館
」

で
は
、
そ
れ
ま
で
の
漢
学
の
系
統
で
あ
る
徂
徠
学
派
が
幕
命
で
異
学
と
し
て
退
け
ら
れ
た
た
め
、
官
学
で
あ
る
朱
子
学
へ
転
換
す
る
こ
と
が
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

そ
の
時
招
聘
さ
れ
た
の
が
、
朱
子
学
を
学
び
つ
つ
も
、
他
を
異
学
と
し
て
退
け
る
こ
と
に
異
を
唱
え
た
昌
平
黌
の
学
頭
、
市
河
寛
齋
で
あ
っ
た
。

昌
平
黌
の
職
を
辞
し
た
の
ち
、
寛
齋
は
家
族
を
養
う
た
め
に
富
山
藩
に
出
仕
し
た
こ
と
か
ら
越
中
に
足
を
踏
み
入
れ
る
こ
と
と
な
り
、
異
郷
の
地
に
お
い
て
、

多
く
の
詩
を
詠
ん
だ
。
で
は
、
果
た
し
て
、
そ
の
作
品
で
、
越
中
は
ど
の
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
か
。
寛
齋
の
詩
に
そ
の
土
地
の
風
物
は
何
を
も
た
ら
し
た
か
。

小
論
は
、
主
に
、
そ
の
著
『
寛
齋
先
生
遺
藁
』
に
収
め
ら
れ
た
富
山
に
ま
つ
わ
る
漢
詩
を
、
四
季
、
富
山
各
地
の
風
景
、
そ
の
文
化
、
富
山
で
交
わ
っ
た
人
々
、

と
い
う
視
点
か
ら
読
み
解
こ
う
と
思
う
。
そ
れ
ら
の
詩
か
ら
は
二
百
数
十
年
前
の
富
山
の
風
景
や
生
活
が
浮
か
び
上
が
る
と
と
も
に
、
江
戸
と
い
う
大
都
市
か

ら
地
方
へ
来
た
一
人
の
儒
者
の
内
面
の
あ
り
様
も
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
同
時
に
、
寛
齋
が
如
何
に
多
く
の
中
国
の
詩
を
理
解
し
我
が
も

の
に
し
て
い
た
か
も
知
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
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二
、
寛
齋
と
い
う
人

市
河
寛
齋
は
、一
七
四
九
（
寛
延
二
）
年
に
、川
越
藩
江
戸
屋
敷
で
山
瀬
（
市
河
）
好
謙
の
子
と
し
て
生
ま
れ
、一
八
二
〇
（
文
政
三
）
年
に
没
し
た
一
。
名
は
、

初
め
は
真
則
、
後
に
好
澂
、
世
寧
と
も
称
し
た
。
字
は
子
静
、
嘉
祥
。
号
は
寛
齋
、
西
野
、
半
江
、
玄
味
子
、
蕉
竹
園
、
木
石
居
、
江
湖
詩
老
、
齯
老
二
な
ど

多
種
あ
る
。
余
談
で
は
あ
る
が
、
幕
末
の
三
筆
の
一
人
で
あ
る
市
河
米
庵
は
長
子
、
画
家
の
鏑
木
雲
潭
は
次
男
で
あ
る
。
寛
齋
は
二
八
歳
の
時
、
林
家
の
門
を

く
ぐ
る
が
、
一
七
九
〇
（
寛
政
二
）
年
に
、
朱
子
学
以
前
の
儒
学
を
退
け
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
昌
平
黌
を
退
職
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。
そ
の
後
、
冒
頭

で
も
ふ
れ
た
よ
う
に
、
富
山
藩
主
に
登
用
さ
れ
、
一
七
九
一
（
寛
政
三
）
年
か
ら
一
八
一
一
（
文
化
八
）
年
ま
で
二
十
年
間
、
富
山
藩
藩
校
広
徳
館
の
儒
官
長

の
任
を
得
、
ま
た
掛
川
藩
世
子
の
侍
講
を
兼
ね
た
。

一
方
、
昌
平
黌
を
退
職
す
る
以
前
、
一
七
八
七
（
天
明
七
）
年
に
、
神
田
で
江
湖
詩
社
を
開
き
、
柏
木
如
亭
・
菊
池
五
山
な
ど
に
漢
詩
を
指
導
し
、
富
山
藩

に
任
じ
ら
れ
て
い
る
間
も
、
詩
社
の
活
動
は
続
け
た
。

自
身
の
漢
詩
集
と
し
て
は
、『
寛
齋
先
生
遺
藁
』
五
巻
、『
寛
齋
摘
草
』
四
巻
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
、
編
著
に
、
日
本
の
奈
良
時
代
か
ら
平
安
時
代
末
ま
で
の

漢
詩
約
三
八
百
首
を
集
め
て
作
者
別
に
編
ん
だ
詩
集
『
日
本
詩
紀
』
五
十
三
巻
が
あ
る
。
他
に
は
、『
全
唐
詩
逸
』
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
康
熙
帝
の
勅
撰
漢

詩
集
で
あ
る
『
全
唐
詩
』
か
ら
遺
漏
し
た
作
品
を
集
め
て
出
版
し
た
も
の
で
、
今
日
で
も
そ
の
成
果
は
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。

三
、
寛
齋
が
富
山
に
来
た
理
由

前
述
の
よ
う
に
、
寛
齋
は
、
幕
府
儒
官
林
大
学
頭
家
の
家
塾
に
起
源
を
も
つ
昌
平
黌
に
学
び
、
そ
こ
の
学
頭
（
啓
事
役
）
も
務
め
た
が
、
寛
政
の
改
革
に
よ
っ

一　

市
河
三
陽
『
復
刻
市
河
寛
齋
先
生
』（
あ
か
ぎ
出
版
、
平
成
四
年
）
三
七
〇
頁
。

二　

同
『
復
刻
市
河
寛
齋
先
生
』
十
七
頁
。
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て
辞
任
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
間
の
事
情
に
つ
い
て
は
、
漢
詩
人
で
あ
り
画
家
で
も
あ
る
僧
侶
雲
室
に
よ
る
随
筆
『
雲
室
随
筆
』
に
詳
し
い
。
雲
室
は
関
松

窓
三
や
市
河
寛
齋
な
ど
と
親
し
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
逸
話
な
ど
も
記
し
て
い
る
。『
雲
室
随
筆
』四
に
は
、
寛
齋
が
昌
平
黌
に
出
仕
し
た
こ
と
を
、

さ
て
、
市
河
小
左
衛
門
と
い
へ
る
人
、
名
世
寧
、
字
子
静
、
西
野
と
號
、
自
ら
松
牖
の
門
人
と
桶
町
邊
に
居
ら
れ
し
か
、
當
世
の
詩
人
に
あ
り
し
。
松
牖

此
人
を
進
め
て
吾
と
同
じ
く
學
職
と
せ
ら
れ
聖
堂
へ
引
移
ら
れ
た
り
。

と
記
し
て
い
る
。

聖
堂
の
「
学
職
（
教
学
の
職
）」
と
し
て
湯
島
聖
堂
に
職
を
得
た
の
は
、
松
窓
の
誘
い
が
あ
れ
ば
こ
そ
で
あ
っ
た
。
や
が
て
、
学
頭
に
な
る
が
、
学
頭
と
は
、

学
校
の
職
名
で
教
員
の
上
位
に
位
置
す
る
。
湯
島
聖
堂
（
昌
平
黌
）
の
学
頭
に
任
ぜ
ら
れ
た
の
は
、天
明
三
年
（
一
七
八
三
）
か
ら
七
年
ま
で
で
あ
る
。
当
時
、

松
牖
（
窓
）
も
学
頭
の
一
人
で
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
寛
政
の
改
革
に
よ
っ
て
学
問
へ
の
締
め
付
け
が
強
く
な
る
。
寛
齋
は
、
寛
政
二
年
（
一
七
九
〇
）
異
学
の
禁
に
よ
り
そ
の
職
を
辞
す
こ
と
に
な
っ

た
。
そ
れ
は
、
田
沼
意
次
の
失
脚
と
も
関
係
が
あ
る
。
意
次
が
失
脚
し
、
意
次
と
入
魂
の
関
係
者
も
職
を
追
わ
れ
た
。
そ
の
関
係
者
の
一
人
が
関
松
窓
で
あ
り
、

松
窓
と
寛
齋
の
関
係
が
深
か
っ
た
ゆ
え
に
、
寛
齋
も
辞
任
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
あ
た
り
の
事
情
が
、『
雲
室
随
筆
』
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ

れ
て
い
る
。

松
窓
は
田
沼
主
殿
正
殿
へ
入
魂
に
出
入
せ
し
事
疑
敷
相
成
、
林
家
四
世
の
學
職
被
勤
け
る
を
廢
し
其
上
離
門
被
致
け
る
。
小
左
衛
門
も
學
職
を
止
ら
れ
、

浅
草
邉
へ
引
移
ら
け
る
。
松
窓
は
虎
の
御
門
外
松
平
藤
十
郎
殿
地
面
へ
引
移
住
ま
れ
た
り
。
兩
學
頭
如
此
一
度
に
廢
せ
ら
れ
し
…
五

つ
ま
り
、
意
次
、
松
窓
、
小
左
衛
門
（
寛
齋
）
と
芋
づ
る
式
の
失
脚
で
あ
っ
た
。
な
お
、
こ
の
記
述
の
中
で
、
松
窓
、
寛
齋
両
氏
が
「
學
職
」、「
學
頭
」
で
あ
っ

た
と
記
さ
れ
、
他
に
も
「
學
頭
」
と
し
て
平
澤
五
助
、
鈴
木
作
右
衛
門
等
の
名
前
が
挙
が
っ
て
い
る
。
今
で
い
え
ば
、「
學
頭
」
は
複
数
名
置
か
れ
た
「
教
授
」、

三　

関
松
窓
（
一
七
二
七
―
一
八
〇
一
）
は
、
寛
延
三
年
昌
平
黌
に
入
り
、
の
ち
上
野
前
橋
藩
儒
と
な
っ
た
人
物
。

四　
『
続
日
本
随
筆
大
成 

第
一
巻
』（
吉
川
弘
文
館
、
昭
和
五
四
年
）
所
収
、
僧
侶
雲
室
著
『
雲
室
随
筆
』
七
頁
。
本
書
は
、
当
時
出
版
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
雲
室
自
身
の
経
歴
を

始
め
と
し
、
交
遊
の
あ
っ
た
学
者
・
詩
人
・
画
家
な
ど
の
逸
話
・
人
物
評
を
記
し
た
も
の
と
し
て
史
料
的
価
値
は
高
い
と
さ
れ
る
。

五　

同
書
九
頁
。
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「
学
科
長
」
と
い
う
こ
と
か
。
ち
な
み
に
学
長
に
相
当
す
る
役
職
は
「
祭
酒
」
と
い
い
、湯
島
聖
堂
祭
酒
は
、当
初
、私
塾
で
あ
っ
た
た
め
、歴
代
、林
家
が
担
っ

て
い
た
。
そ
の
後
、
元
禄
四
年
に
三
代
林
信
篤
が
「
大
学
頭
（
祭
酒
）」
に
任
じ
ら
れ
、
大
学
頭
の
官
職
も
林
家
に
世
襲
さ
れ
て
幕
府
の
教
育
機
関
へ
の
道
を

拓
く
こ
と
に
な
る
。
い
わ
ば
、
私
塾
の
位
置
づ
け
か
ら
、
官
立
の
昌
平
坂
学
問
所
、
昌
平
黌
へ
と
変
わ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
情
勢
の
下
で
、
松
窓
、
寛
齋
ら
は
昌
平
黌
を
追
わ
れ
た
。
仕
事
を
失
っ
た
寛
齋
は
、
家
族
を
養
う
た
め
に
職
を
探
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ

た
の
で
あ
ろ
う
。

そ
の
後
、
寛
政
三
年
、
寛
齋
は
、
富
山
藩
藩
校
広
徳
館
の
儒
官
長
（
学
長
）
の
職
を
得
た
。『
雲
室
随
筆
』
に
「
後
に
松
平
出
雲
守
殿
臣
吉
村
順
左
衛
門
推

挙
に
て
富
山
の
文
学
と
な
ら
れ
た
り
」六
と
あ
る
よ
う
に
、そ
の
推
挙
斡
旋
は
、富
山
藩
士
吉
村
順
左
衛
門
に
よ
る
が
、そ
の
吉
村
に
宛
て
た
（
三
月
二
十
三
日
付
）

尺
牘
の
中
に
も
、

昌
平
辞
職
の
後
、
窮
巷
に
屏
居
し
、
家
累
百
指
食
を
一
個
の
舌
頭
に
仰
ぐ
。
東
奔
西
走
、
日
給
す
る
に
暇
あ
ら
ず
、
之
に
加
ふ
る
に
、
唱
酬
祟
り
を
な
し
、

債
塵
の
如
く
に
し
て
掃
へ
ど
も
又
来
る
。
…
今
大
夫
の
徴
に
遭
ひ
覺
え
ず
慙
汗
背
に
盎
る
。七

と
、
昌
平
黌
を
辞
し
て
か
ら
の
困
窮
ぶ
り
と
詩
歌
の
や
り
と
り
に
も
費
用
が
か
か
る
こ
と
、
そ
れ
ゆ
え
、
こ
の
度
の
推
挙
が
い
か
に
有
難
い
か
な
ど
が
率
直
に

記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
四
月
二
日
付
で
山
形
に
い
る
母
に
宛
て
た
手
紙
に
、
加
賀
の
分
家
松
平
出
雲
守
方
に
、
定
府
儒
者
格
式
馬
廻
り
、
二
五
人
扶
持
、
ほ

か
に
江
戸
扶
持
な
ど
一
か
月
三
十
両
加
え
て
役
金
十
両
で
あ
る
等
と
、
そ
の
好
待
遇
に
つ
い
て
記
し
て
い
る
八
。

か
く
し
て
、寛
政
三
年
の
春
、出
仕
を
決
め
た
寛
齋
は
、七
月
六
日
に
江
戸
を
立
ち
九
、同
月
十
六
日
に
富
山
に
到
着
し
た
。
富
山
藩
儒
官
長
の
寛
齋
は
、以
後
、

江
戸
と
富
山
を
往
復
し
な
が
ら
、
時
勢
に
従
っ
て
、
す
で
に
機
能
し
て
い
た
広
徳
館
の
学
風
を
徂
徠
学
派
か
ら
朱
子
学
派
に
改
め
た
ほ
か
、
学
制
の
整
備
、
教

六　

同
書
十
九
頁
。

七　

前
掲
『
復
刻
市
河
寛
齋
先
生
』
一
三
九
頁
。

八　

前
掲
『
復
刻
市
河
寛
齋
先
生
』
一
三
九
頁
。

九　
『
詩
集
日
本
漢
詩
（
八
）』（
汲
古
書
院
、一
九
八
五
年
）
所
収
『
寛
斎
先
生
遺
藁
』
巻
一
（
二
七
二
頁
）
に
「
辛
亥
七
月
初
六
將
赴
越
中
早
發
都
門
、永
日
、克
従
、子
願
、立
人
、

端
人
送
至
板
橋
驛
、賦
此
為
別
」
の
詩
が
あ
る
。
ま
た
、同
詩
集
に
は
、到
着
日
と
思
わ
れ
る
十
六
日
に
詠
ん
だ
「
十
六
夜
同
諸
子
遊
蓮
華
寺
陰
雲
不
見
月
」（『
寛
斎
先
生
遺
藁
』

巻
一
、二
七
三
頁
）
の
七
言
絶
句
が
あ
る
。
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五

科
書
の
出
版
な
ど
を
行
い
、
後
進
の
育
成
に
努
め
た
。

な
お
、
広
徳
館
に
招
い
た
吉
村
順
左
衛
門
逑
彭
一
〇
は
、
か
つ
て
、
広
徳
館
の
設
立
に
当
た
っ
て
、
藩
主
利
與
の
命
を
受
け
、
昌
平
黌
の
規
模
・
機
構
・
祭

儀
を
調
査
し
た
人
物
一
一
で
あ
り
、
江
戸
で
の
寛
齋
の
学
識
と
そ
の
名
声
、
及
び
当
時
の
困
窮
ぶ
り
を
十
分
に
理
解
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

四
、
寛
齋
の
人
物
評
価

寛
齋
の
漢
詩
の
世
界
を
う
か
が
う
前
に
、
寛
齋
に
与
え
ら
れ
た
そ
の
評
価
を
概
観
し
た
い
。
そ
の
う
ち
、
最
も
的
確
な
評
価
は
、『
市
河
寛
齋
先
生
』
所
収

の
揖
斐
高
氏
に
よ
る
簡
に
し
て
要
を
得
た
「
序
文
」一
二
、
お
よ
び
今
関
天
彭
氏
の
「
市
河
寛
齋
」一
三
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

揖
斐
氏
は
、
寛
齋
を
『
全
唐
詩
逸
』
の
編
集
か
ら
み
る
学
者
と
し
て
の
「
顔
」、『
北
里
歌
』
所
収
の
竹
枝
詞
か
ら
読
む
詩
人
と
し
て
の
「
顔
」、
詩
社
の
立

ち
上
げ
と
俊
才
の
輩
出
を
通
じ
て
窺
う
教
育
者
と
し
て
の
「
顔
」
か
ら
高
く
評
価
す
る
。
小
論
も
、
そ
の
視
点
か
ら
評
価
を
試
み
た
い
。

ま
ず
、寛
齋
個
人
に
つ
い
て
述
べ
よ
う
。
中
国
の
文
学
の
精
華
は
、「
漢
文
唐
詩
宋
詞
元
曲
（
中
国
の
漢
代
の
散
文
、唐
代
の
詩
、宋
代
の
詞
、元
代
の
演
劇
）」

と
言
わ
れ
る
が
、
そ
の
中
で
も
、
唐
の
詩
は
中
国
文
学
史
上
、
極
め
て
大
き
な
位
置
を
占
め
て
い
る
。
清
の
康
熙
四
十
五
年
（
一
七
〇
六
）
に
は
、
勅
命
で
唐

と
五
代
の
詩
の
全
集
で
あ
る
『
全
唐
詩
』
が
編
ま
れ
た
。
全
九
百
巻
、
二
千
二
百
余
人
の
作
、
四
万
八
千
九
百
十
余
首
が
収
録
さ
れ
た
、
清
国
に
お
け
る
一
大

編
纂
事
業
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
全
て
を
渉
猟
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
っ
た
と
見
え
、
そ
れ
か
ら
百
年
を
経
て
、
海
を
隔
て
た
日
本
に
お
い
て
、
寛
齋
が
『
全

唐
詩
』
か
ら
遺
漏
し
た
唐
詩
を
ま
と
め
て
出
版
し
た
。
文
化
一
年
（
一
八
〇
四
）
に
『
全
唐
詩
逸
』
と
し
て
刊
行
し
た
の
が
そ
れ
で
あ
る
。『
全
唐
詩
逸
』
に
は
、

日
本
に
伝
来
さ
れ
た
文
献
か
ら
『
全
唐
詩
』
未
収
録
の
詩
七
十
二
首
が
補
わ
れ
た
他
、
不
完
全
で
は
あ
る
が
唐
の
詩
と
思
わ
れ
る
句
二
百
七
十
九
が
蒐
補
さ
れ

一
〇　

高
瀬
保
編
、 

近
世
文
書
を
読
む
会
解
読
『
越
中
資
料
集
成
一
』（
桂
書
房
、
一
九
八
七
年
）
一
〇
一
頁
の
「
安
永
九
年
分
限
帳
」
に
「
八
人
扶
持
」
と
あ
る
。

一
一　

坂
井
誠
一
、
高
瀬
保
編
著
『
富
山
県
の
教
育
史
』（
思
文
閣
出
版
、
一
九
八
五
年
）
九
一
頁
。

一
二　
『
復
刻
市
河
寛
齋
先
生
』
二
、三
頁
。

一
三　
『
復
刻
市
河
寛
齋
先
生
』
三
五
三
〜
三
六
三
頁
。
今
関
天
彭
（
一
八
八
二
―
一
九
七
〇
）。
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た
。
後
に
、
清
に
逆
輸
入
さ
れ
て
、
士
大
夫
ら
の
用
い
る
叢
書
『
知
不
足
齋
叢
書
』
に
も
収
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
遺
漏
し
た
詩
文
を
探
し
出
す
な
ど
と
は

一
朝
一
夕
に
な
る
も
の
で
は
な
く
、
多
方
面
の
漢
籍
を
丹
念
に
渉
猟
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
し
て
や
、
異
国
に
お
い
て
こ
れ
だ
け
の
成
果
を
上
げ
る
に
は
、

学
者
と
し
て
相
当
な
学
識
の
蓄
積
が
必
要
で
あ
っ
た
。
ち
な
み
に
、
二
十
世
紀
末
（
一
九
九
二
年
）
に
、
上
海
復
旦
大
学
の
陳
尚
君
氏
が
『
全
唐
詩
』
未
収
録

の
詩
を
集
め
て
『
全
唐
詩
補
編
』（
中
華
書
局
）
を
出
版
し
た
。
陳
尚
君
氏
は
こ
の
よ
う
な
活
動
か
ら
、
当
代
の
中
国
文
学
研
究
者
と
し
て
極
め
て
高
く
評
価

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
百
五
十
年
前
の
、
そ
れ
も
外
国
人
に
よ
る
逸
詩
逸
文
を
蒐あ
つ

め
て
そ
の
補
充
を
行
う
作
業
が
、
漢
学
本
場
の
学
者
か
ら
も
如

何
に
高
い
評
価
を
受
け
る
行
為
で
あ
る
か
が
窺
え
る
。

二
点
目
は
、
世
俗
の
風
習
へ
の
理
解
と
漢
学
へ
の
視
点
で
あ
る
。
韻
文
形
式
の
一
つ
、
竹
枝
詞
は
、
中
国
で
は
、
唐
の
時
代
に
そ
の
土
地
の
風
俗
を
詠
じ
た

も
の
で
あ
っ
た
が
、
明
に
な
る
と
遊
里
の
こ
と
も
う
た
わ
れ
た
。
日
本
で
も
、
江
戸
後
期
に
は
、
主
に
遊
里
の
歌
と
し
て
詠
ま
れ
る
よ
う
に
な
る
が
、
そ
れ
は

寛
齋
か
ら
始
ま
る
。
寛
齋
は
、
詩
の
格
式
は
か
く
あ
ら
ね
ば
と
い
う
考
え
は
持
た
ず
、
自
ら
の
真
情
に
基
づ
い
て
創
作
し
た
も
の
で
あ
れ
ば
、
詠
む
対
象
が
遊

里
で
あ
れ
、
社
会
を
舞
台
に
し
た
も
の
で
あ
れ
、
い
ず
れ
で
あ
っ
て
も
か
ま
わ
な
か
っ
た
。
寛
齋
の
詩
社
の
一
人
で
も
あ
り
、
寛
齋
よ
り
一
歳
年
上
の
海
瑗
、

す
な
わ
ち
、
海
野
蠖
齋
（
一
七
四
八
―
一
八
三
三
）
が
寛
齋
の
詩
を
収
め
た
『
寛
齋
百
絶
』
寛
政
九
年
（
一
七
九
七
）
の
序
に
、「
寛
齋
先
生
は
手
を
染
め
な

い
詩
は
な
い
よ
う
に
み
え
る
。
初
め
は
明
の
七
子
に
思
い
を
寄
せ
、や
が
て
そ
の
陳
腐
さ
が
嫌
に
な
り
捨
て
去
っ
た
。
昌
平
黌
を
辞
職
し
た
後
は
、ま
ず
白
楽
天
、

つ
い
で
杜
牧
・
李
商
隠
、
ま
た
宋
代
の
詩
人
で
は
楊
万
里
か
ら
陸
游
と
作
品
を
渉
猟
し
、
自
身
の
詩
の
ス
タ
イ
ル
は
時
や
状
況
に
よ
っ
て
変
わ
っ
た
。
今
日
の

ス
タ
イ
ル
は
明
日
の
ス
タ
イ
ル
に
非
ず
。
こ
れ
が
先
生
で
あ
る
。（
寛
齋
先
生
於
詩
蓋
無
所
不
為
矣
。
初
刻
意
明
七
子
、
既
而
厭
其
陳
腐
、
一
旦
棄
去
、
昌
平

辞
職
之
後
、
首
崇
白
氏
、
傍
及
樊
川
義
山
、
時
又
為
宋
、
出
楊
入
陸
、
其
體
應
時
而
變
、
随
境
而
遷
。
今
日
非
明
日
、
明
日
非
今
日
。
此
其
先
生
也
。）」
と
あ

り
、
み
ず
か
ら
の
興
趣
に
応
じ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
詩
の
形
式
に
関
心
を
抱
い
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
そ
れ
ゆ
え
、「
竹
枝
詞
」
と
い
う
、
い
わ
ば
正
当
と
は

い
え
な
い
韻
文
の
ス
タ
イ
ル
を
も
避
け
る
こ
と
な
く
『
北
里
歌
』
を
編
む
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

次
に
三
点
目
で
あ
る
。
前
掲
の
『
寛
齋
百
絶
』
序
に
、「
今
、
柏
木
如
亭
、
小
島
大
海
、
菅
谷
伯
美
、
菊
池
五
山
、
大
窪
詩
仏
ら
が
加
わ
り
、
堂
々
と
し
た

一
門
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
江
湖
詩
社
に
は
素
晴
ら
し
い
人
々
が
加
わ
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
盛
ん
に
な
っ
た
。（「
方
近
如
永
日
克
従
伯
美
無
絃
天
民
諸
子
、

儼
然
成
一
家
、
江
湖
詩
社
得
人
、
於
斯
為
盛
。」）
と
み
え
る
が
、
こ
こ
か
ら
は
、
詩
社
の
主
催
者
と
し
て
英
俊
を
呼
び
寄
せ
る
指
導
力
が
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
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で
き
よ
う
。
ま
た
、
寛
齋
は
俊
才
育
成
を
自
ら
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
て
大
切
に
し
た
よ
う
で
あ
り
、
俊
才
の
一
人
で
あ
る
菊
池
五
山
は
、
若
い
後
輩
を
指
導
す

る
寛
齋
を
見
て
、「
寛
齋
先
生
は
詩
社
を
主
催
し
た
が
、
才
能
あ
る
人
々
を
使
命
の
よ
う
に
愛
し
た
。（
寛
齋
先
生
主
持
風
雅
、
愛
才
如
命
。）一
四
」
と
記
す
。

五
、
寛
齋
の
詩
に
対
す
る
評
価

『
北
里
歌
』
を
制
作
し
た
こ
と
か
ら
、
詩
作
に
お
い
て
は
、
ス
タ
イ
ル
に
偏
見
の
な
い
融
通
無
碍
な
寛
齋
で
あ
っ
た
と
述
べ
た
が
、
寛
齋
の
死
後
、
寛
齋
の

詩
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
評
価
が
な
さ
れ
た
か
。

今
関
天
彭
は
そ
の
著「
市
河
寛
齋
」に
お
い
て
、寛
齋
の
弟
子
菊
池
五
山
と
比
べ
て
、「
寛
齋
の
詩
は
、實
は
平
俗
で
風
趣
の
な
い
も
の
で
あ
る
」と
い
う
。
ま
た
、

「
寛
齋
の
詩
は
面
白
く
な
い
が
、」
と
記
し
つ
つ
も
、「（
寛
齋
摘
草
の
詩
は
）
余
程
手
に
入
っ
た
も
の
（
手
慣
れ
た
も
の
）」
と
も
記
す
。
ま
た
友
野
霞
舟
と
い
う
、

寛
齋
よ
り
四
十
歳
以
上
も
年
下
で
昌
平
坂
学
問
所
教
授
の
漢
詩
人
は
、「
力
弱
く
幅
窄
く
、
し
か
も
繊
佻
」（「
今
閲
其
集
、
力
弱
而
幅
窄
、
時
渉
繊
佻
、
殊
不

称
其
聲
。」）一
五
と
些
か
低
い
評
価
を
下
し
て
い
る
。

し
か
し
、
現
代
の
研
究
者
の
評
価
は
決
し
て
低
く
は
な
い
。
例
え
ば
、『
日
本
漢
詩
人
選
集
９
市
河
寛
斎
』「
終
章　

市
河
寛
斎
に
つ
い
て
」一
六
に
お
い
て
は
、

「
寛
齋
は
何
よ
り
も
ま
ず
す
ぐ
れ
た
詩
人
で
あ
っ
た
。」「
そ
こ
（
竹
枝
歌
）
に
彼
の
写
実
を
重
ん
じ
格
式
に
拘
泥
し
な
い
、
創
造
的
精
神
が
看
取
さ
れ
る
」「
陸

游
詩
に
お
け
る
自
然
や
人
生
に
対
す
る
真
摯
な
愛
情
、
そ
し
て
平
易
で
飾
ら
な
い
表
現
手
法
（
が
あ
る
）」「
家
族
の
情
愛
や
家
庭
生
活
を
題
材
と
す
る
詩
が
特

に
多
い
」「
平
坦
な
う
た
い
ぶ
り
の
な
か
に
奥
行
き
の
深
さ
を
備
え
る
」「
つ
と
め
て
美
辞
麗
句
を
去
り
、
質
朴
な
筆
致
で
自
ら
の
躍
動
す
る
個
性
を
表
現
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
清
新
な
境
地
を
追
求
し
よ
う
と
す
る
」
と
記
さ
れ
る
。「
飾
ら
ず
」「
質
朴
」
な
表
現
ス
タ
イ
ル
と
詩
か
ら
読
み
取
れ
る
「
人
生
や
自
然
へ
の

真
摯
な
愛
情
」
こ
そ
が
寛
齋
詩
の
特
徴
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

一
四　

娯
庵
居
士
（
菊
池
五
山
）
著
『
五
山
堂
詩
話
』（
文
化
四
年
）
巻
二
。

一
五　
『
日
本
詩
話
叢
書
』（
池
田
四
郎
次
郎
編
、
文
会
堂
書
店
、
大
正
九
年
）
所
収
「
錦
天
山
房
詩
話
下
」
一
五
四
頁
。

一
六　

蔡
毅
、 

西
岡
淳
著
、
研
文
出
版
、
二
〇
〇
七
年
。
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六
、
富
山
を
詠
ん
だ
寛
齋
の
詩

寛
政
三
年
に
富
山
に
出
仕
し
て
致
仕
ま
で
の
二
十
年
間
、
寛
齋
は
江
戸
と
富
山
の
五
度
の
往
復
を
重
ね
る
が
、
富
山
で
詠
ん
だ
詩
は
少
な
く
な
い
。
寛
斎
の

目
に
映
っ
た
富
山
は
ど
の
よ
う
に
描
か
れ
た
か
。
関
連
す
る
漢
詩
を
そ
の
背
景
を
加
味
し
な
が
ら
テ
ー
マ
ご
と
に
読
み
解
こ
う
。
富
山
の
地
方
志
や
現
地
調
査

に
よ
っ
て
、
詩
の
背
景
な
ど
新
た
な
知
見
を
加
え
る
こ
と
も
意
図
す
る
が
、
す
で
に
詩
の
一
部
は
、
先
述
『
日
本
漢
詩
人
選
集
９
市
河
寛
斎
』
お
よ
び
『
江
戸

詩
人
選
集
第
五
巻　

市
河
寛
斎
・
大
窪
詩
仏
』一
七
に
収
め
ら
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
の
で
、
そ
の
場
合
は
、
注
に
そ
の
旨
を
明
記
す
る
。

な
お
、用
い
る
底
本
は
、『
詩
集　

日
本
漢
詩　

第
八
巻
』所
収
の「
文
政
四
年　

江
戸
浅
草
茅
町
二
町
目　

須
原
屋
伊
八
」出
版
に
な
る『
寛
齋
先
生
遺
藁
』一
八

で
あ
る
。

（
１
）
富
山
の
四
季
を
読
む

寛
齋
が
祭
酒
で
あ
っ
た
広
徳
館
の
校
舎
は
、
初
め
富
山
城
三
の
丸
の
外
堀
の
東
、
総
曲
輪
に
あ
り
、
文
化
七
年
（
一
八
一
〇
）
に
、
城
内
三
の
丸
に
移
さ
れ

た
。
寛
斎
は
文
化
八
年
（
一
八
一
一
）
に
致
仕
す
る
も
の
の
、
そ
れ
以
前
享
和
三
年
（
一
八
〇
三
）
三
月
富
山
を
離
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
勤
務
地
は
富
山
城

三
の
丸
の
外
堀
の
東
に
置
か
れ
て
い
た
総
曲
輪
の
藩
校
で
あ
り
、
居
住
地
も
そ
こ
か
ら
遠
く
な
い
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
か
ら
、
立
山
を
眺
め
、

富
山
の
自
然
の
中
で
生
活
し
た
。

始
め
に
、
四
季
を
詠
ん
だ
漢
詩
を
春
夏
秋
冬
の
順
に
見
て
い
こ
う
。
漢
詩
に
お
い
て
も
、
四
季
は
、
一
つ
の
詩
題
で
あ
る
。
寛
齋
は
、
江
戸
か
ら
離
れ
た
北

陸
富
山
の
地
で
、
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
感
じ
ど
の
よ
う
に
詠
ん
だ
の
だ
ろ
う
か
。
ま
ず
、
美
し
い
桃
の
姿
を
通
し
て
春
の
到
来
の
喜
び
を
窺
お
う
。

一
七　

揖
斐
高
著
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
〇
年
。

一
八　

汲
古
書
院
、
昭
和
六
十
年
。
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九

【
春
】

①　

桃
園
置
酒

富
山
城
中
水
之
東　
　

富
山
城
中　

水
の
東

萬
樹
桃
花
焼
春
風　
　

萬
樹
の
桃
花　

春
風
に
焼
か
る

爛
熳
何
數
玄
都
観　
　

爛
熳　

何
ぞ
數
え
ん
玄
都
観

只
疑
天
台
古
仙
宮　
　

只
だ
疑
が
う　

天
台
の
古
仙
宮
か
と

一
時
晴
景
不
可
失　
　

一
時
の
晴
景　

失
す
る
べ
か
ら
ず

移
席
命
酒
名
園
中　
　

席
を
移
し
て
酒
を
命
ず　

名
園
の
中

清
明
前
後
日
温
暖　
　

清
明
前
後　

日
は
温
暖

映
出
煙
霞
深
浅
紅　
　

映
し
出
す　

烟
霞
の
深
浅
の
紅

去
歳
江
東
賞
花
酔　
　

去
歳　

江
東
に
て
花
を
賞
で
て
酔
い

今
年
海
北
興
更
同　
　

今
年　

海
北
に
て
興
は
更
び
同
じ

花
自
年
々
不
改
色　
　

花
は
自
ず
と
年
々
色
を
改
め
ざ
る
も

人
已
黒
白
半
頭
翁　
　

人
は
已
に
黒
白
頭
に
半
ば
す
る
翁

客
裏
惜
春
愁
萬
斛　
　

客
裏　

春
を
惜
し
み
て
愁
い
萬
斛

春
光
負
人
去
匆
　々
　

春
光　

人
に
負
き
去
る
こ
と
怱
々

唯
當
桃
園
一
日
讌　
　

唯
だ
桃
園
一
日
の
讌
に
當
た
る

故
策
醉
中
第
一
功　
　

故
に
策
す　

醉
中
第
一
の
功
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一
〇

【
現
代
語
訳
】

富
山
城
の
神
通
川
の
東
、
あ
ま
た
の
桃
樹
の
花
は
春
風
に
焼
か
れ
た
よ
う
に
赤
い
。
鮮
や
か
な
さ
ま
は
玄
都
觀
な
ど
も
の
で
は
な
く
、
か
の
天
台
の
古
仙
宮

か
と
見
ま
が
う
ほ
ど
だ
。
こ
の
良
い
天
気
を
逃
し
て
は
な
ら
な
い
、
名
園
の
中
、
場
所
を
替
え
て
酒
を
命
じ
る
。
晴
明
節
の
前
後
に
て
日
は
暖
か
で
、
霞
の
中

に
映
し
出
さ
れ
た
桃
の
花
の
深
き
浅
き
紅
色
。
去
年
は
江
東
（
隅
田
川
東
岸
）
で
花
を
賞
で
て
酔
っ
た
が
、
今
年
は
日
本
海
の
北
、
場
所
は
変
わ
っ
て
も
興
は

ま
た
同
じ
だ
。
花
は
毎
年
変
わ
ら
ず
に
美
し
い
が
、
私
は
す
で
に
黒
髪
と
白
髪
が
半
ば
す
る
爺
さ
ん
だ
。
他
地
で
の
惜
春
は
こ
の
上
な
く
憂
い
を
覚
え
、
春
の

光
は
人
に
背
い
て
慌
た
だ
し
く
去
っ
て
い
く
。
た
だ
こ
の
桃
園
の
一
日
の
宴
に
当
た
り
、
酔
い
の
第
一
の
功
労
者
で
あ
る
桃
花
の
こ
と
を
記
そ
う
。

【
解
説
】

「
水
」
と
は
、
神
通
川
の
こ
と
。
岐
阜
の
川
上
岳
を
源
流
と
す
る
こ
の
川
は
、
今
日
も
富
山
の
中
部
を
滔
々
と
流
れ
て
い
る
が
、
当
時
の
流
路
は
今
日
と
は

異
な
る
。
当
時
、
神
通
川
は
富
山
城
址
の
北
で
屈
曲
し
て
東
に
流
れ
て
い
た
。
し
ば
し
ば
氾
濫
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
明
治
三
十
四
年
か
ら
昭
和
十
年
ご
ろ
に

か
け
て
埋
め
立
て
工
事
が
行
わ
れ
、
今
日
の
よ
う
に
直
進
し
て
日
本
海
に
流
れ
る
神
通
川
一
九
と
な
り
、
元
の
河
は
松
川
と
い
う
細
い
河
と
し
て
富
山
城
址
の

側
辺
に
そ
の
名
残
を
と
ど
め
る
だ
け
と
な
っ
た
。「
水
の
東
」
と
は
城
が
置
か
れ
て
い
た
地
域
及
び
そ
の
以
東
を
指
す
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
に
は
「
玄
都
觀
な

ど
も
の
で
は
な
く
、
か
の
天
台
の
古
仙
宮
か
と
見
ま
が
う
ほ
ど
」
の
桃
が
咲
い
て
い
た
と
い
う
。「
玄
都
觀
」
は
、
神
の
い
る
と
こ
ろ
と
さ
れ
、
中
唐
の
詩
人

劉
禹
錫
に
「
紫
陌
紅
塵
拂
面
來
、
無
人
不
道
㸔
花
囘
、
玄
都
觀
裏
桃
千
樹
、
盡
是
劉
郎
去
後
栽
」二
〇
と
あ
り
、
桃
木
が
千
本
も
植
え
ら
れ
て
い
た
地
と
伝
え
ら

れ
る
。
一
方
、
天
台
に
つ
い
て
は
、
李
白
の
「
夢
游
天
台
山
」
に
、「
仙
源
流
水
隔
凡
世
、
天
風
吹
落
桃
花
紅
」二
一
と
あ
り
、
や
は
り
桃
の
花
の
咲
き
乱
れ
る

地
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
。
中
国
の
桃
花
の
咲
く
名
勝
に
な
ぞ
ら
え
、
富
山
城
中
の
美
し
さ
を
述
べ
て
い
る
。

実
際
、
江
戸
後
期
の
富
山
は
桃
花
の
咲
く
地
で
あ
っ
た
の
か
。
い
ま
の
と
こ
ろ
、
江
戸
時
代
の
富
山
城
下
に
桃
が
植
え
ら
れ
て
い
た
と
い
う
記
述
は
未
見
で

あ
る
。
た
だ
、
明
治
十
八
年
頃
に
記
さ
れ
た
、
竹
中
邦
香
著
『
越
中
遊
覧
志
』
に
、「
山
の
直
下
に
八
桃
林
あ
り
て
、
さ
な
が
ら
錦
を
張
る
が
如
し
。」
と
あ
る
。

一
九　

廣
瀬
誠
『
越
中
の
文
学
と
風
土
』（
桂
書
房
、
一
九
九
八
）「
富
山
県
と
川
」
四
十
一
頁
参
照
。

二
〇　
『
劉
賓
客
文
集
』
卷
二
十
四
・
七
言
五
十
六
首
「
元
和
十
一
年
自
朗
州
承
召
至
京
戯
贈
㸔
花
諸
君
子
」。

二
一　
『
埼
玉
大
学
紀
要　

教
育
学
部
六
十
二
』（
二
〇
一
三
年
）
参
照
。『
天
台
勝
跡
錄
』
整
理
の
過
程
で
み
つ
か
っ
た
も
の
ら
し
い
。
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一
一

こ
こ
で
言
う
「
山
」
が
呉
羽
山
を
指
す
と
す
れ
ば
、
そ
の
直
下
に
桃
林
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
仮
に
そ
う
だ
と
し
て
も
、
呉
羽
は
「
水
之
東
」

で
は
な
く
、「
水
之
西
」
に
当
た
る
。
も
っ
と
も
、「
水
之
東
」
に
は
、
後
に
、
十
代
藩
主
前
田
利
保
に
よ
っ
て
桜
が
植
え
ら
れ
、
桃
な
ら
ぬ
桜
の
名
所
と
な
る

が
、
そ
れ
は
、
寛
齋
が
富
山
に
い
た
と
き
か
ら
数
十
年
後
の
こ
と
と
な
る
。

こ
の
一
首
は
、
来
越
後
初
め
て
の
春
の
作
。
美
し
い
桃
樹
の
中
で
、
異
郷
に
い
る
寂
し
さ
は
描
か
れ
る
も
の
の
、
酒
を
酌
み
交
わ
し
な
が
ら
先
ず
は
眼
前
に

あ
る
美
し
い
桃
の
花
を
「
酔
中
第
一
功
（
心
地
よ
く
酔
わ
せ
て
く
れ
た
第
一
の
功
労
者
）」
と
讃
え
る
こ
と
に
主
眼
が
あ
る
。

な
お
、「
客
裏
惜
春
愁
萬
斛
」
は
、
宋
の
廖
行
之
『
省
齋
集
』
卷
二
・
七
言
律
詩
「
清
江
道
中
」
に
「
客
裏
春
愁
萬
斛
量
、
隨
身
抖
擻
一
奚
囊
」
と
あ
り
、
酷

似
し
た
表
現
と
な
っ
て
い
る
。

寛
政
四
年
、『
寛
齋
先
生
遺
藁
』
巻
一
、二
七
五
頁
。

②　

春
日　
（
春
の
日
）

清
明
節
過
正
芳
辰　
　

清
明
節
過
ぎ
て　

正
に
芳
辰　
　

北
地
晴
光
入
望
新　
　

北
地
の
晴
光　

望
に
入
り
て
新
た
な
り　
　

山
雪
消
残
風
始
暖　
　

山
雪
消
残
し
て　

風
始
め
て
暖
か
に　

柳
梅
桃
李
一
時
春　
　

柳
梅
桃
李　

一
時
に
春　
　

【
現
代
語
訳
】

晴
明
節
を
過
ぎ
て
正
に
よ
い
季
節
、
北
地
の
晴
朗
な
光
の
下
、
眺
望
は
目
に
新
鮮
に
映
る
。
山
の
雪
も
解
け
て
き
て
、
風
も
暖
か
に
な
り
始
め
、
柳
梅
桃
李

の
花
が
一
斉
に
春
を
迎
え
た
。

【
解
説
】

春
日
、
北
陸
は
雪
が
解
け
る
と
様
々
な
花
が
一
斉
に
咲
き
出
す
。
雪
雲
に
覆
わ
れ
た
ど
ん
よ
り
し
た
季
節
が
過
ぎ
、
陽
光
は
ま
ば
ゆ
く
景
色
は
目
に
新
鮮
に

映
る
。
本
詩
に
は
暗
い
冬
が
過
ぎ
た
後
の
春
到
来
を
喜
ぶ
気
持
ち
が
詠
わ
れ
る
。
三
回
目
の
来
越
、富
山
で
の
生
活
も
ず
い
ぶ
ん
慣
れ
た
こ
ろ
の
一
首
で
あ
る
。
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一
二

「
雪
消
残
」
は
、
宋
の
曾
幾
に
「
名
山
天
下
少
、
行
矣
雪
消
殘
」二
二
と
あ
る
。「
消
残
」
は
、
消
え
て
な
く
な
っ
て
い
く
こ
と
。「
一
時
」
は
、
短
い
時
間
や

仮
の
時
を
指
す
の
で
は
な
く
、「
一
斉
に
」
の
意
味
。
唐
の
張
喬
に
「
東
風
日
邊
起
、
草
木
一
時
春
、
自
笑
中
華
路
、
年
年
送
逺
人
」二
三
と
あ
る
。
ま
た
、「
入
望
」

は
、「
視
野
に
は
い
る
こ
と
」
を
い
う
。

寛
政
七
年
、『
寛
齋
先
生
遺
藁
』
巻
二
、二
八
一
頁
。

③　

客
中
看
梅　

雪
峯
雲
嶂
峙
城
隈　
　

雪
峯
雲
嶂　

城
隈
に
峙
す

無
復
條
風
趁
暖
回　
　

復
た
條
風
の
暖
を
趁
い
て
回
る
無
し　

自
是
梅
花
似
知
節　
　

自
ず
と
是
れ　

梅
花
の
節
を
知
る
に
似
た
り

簷
氷
落
處
一
枝
開　
　

簷
氷
の
落
つ
る
處　

一
枝
開
く

【
現
代
語
訳
】

雪
と
雲
に
覆
わ
れ
た
峰
々
が
城
下
の
際
に
遠
く
聳
え
立
っ
て
い
る
が
、
春
風
は
も
は
や
温
か
さ
を
追
い
払
う
こ
と
は
な
い
。
梅
は
自
ず
と
季
節
を
悟
っ
た
よ

う
で
、
軒
の
氷
（
つ
ら
ら
）
の
落
ち
る
と
こ
ろ
に
は
一
枝
の
花
が
咲
い
て
い
る

【
解
説
】

富
山
城
の
外
堀
あ
た
り
の
家
並
か
ら
は
立
山
連
峰
が
遠
く
に
聳
え
、
四
季
折
々
の
美
し
い
さ
ま
を
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
し
て
、
春
先
の
雪
を
戴
い

た
立
山
は
神
々
し
い
。
遠
方
に
雄
々
し
い
立
山
の
姿
、目
の
前
に
は
春
を
察
知
し
て
花
開
い
た
梅
の
花
ひ
と
つ
。
遠
景
と
近
景
を
見
事
に
詠
ん
だ
一
首
で
あ
る
。

「
條
風
」
は
、
立
春
の
頃
の
東
北
か
ら
吹
く
春
風
を
い
う
。

二
二　
『
茶
山
集
（
全
八
巻
）』
の
卷
四
「
送
紹
興
張
耆
年
教
授
之
永
嘉
學
官
」。

二
三　
『
全
唐
詩
』
卷
六
百
三
十
九
「
送
人
及
第
歸
海
東
」。
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一
三

寛
政
七
年
、『
寛
齋
先
生
遺
藁
』
巻
二
、二
八
一
頁
。

【
夏
】

④　

初
夏
雨
景

通
邨
路
與
菜
花
平　
　

邨
に
通
ず
る
路
は　

菜
花
と
と
も
に
平
ら
か
に　

竹
樹
陰
森
雨
欲
晴　
　

竹
林
は
陰
森
と
し
て　

雨
晴
れ
ん
と
欲
す

雲
淡
米
家
山
色
變　
　

雲
淡
く
な
り　

米
家
の
山
色
は
變
じ

着
蓑
人
在
畫
中
行　
　

蓑
を
着
た
人　

畫
中
に
在
り
て
行
く　

【
現
代
語
訳
】

村
に
通
じ
る
道
は
一
面
の
菜
の
花
と
と
も
に
ど
こ
ま
で
も
平
ら
か
で
、
竹
林
は
ほ
の
暗
く
、
雨
が
止
ん
で
晴
れ
そ
う
だ
。
雲
が
薄
く
な
り
米
芾
画
の
雲
煙
に

包
ま
れ
た
山
の
様
子
は
変
化
し
、
蓑
を
着
け
た
人
が
そ
の
絵
の
中
を
歩
い
て
い
る
。

【
解
説
】

北
宋
の
書
家
で
あ
り
画
家
で
も
あ
る
米
芾
の
画
風
は
、「
米
法
山
水
」、
或
い
は
「
米
家
山
水
」
と
呼
ば
れ
、
雲
煙
に
つ
つ
ま
れ
た
山
水
が
多
く
描
か
れ
る
。

乾
隆
帝
は
、「
風
雨
帰
舟
」
の
中
で
「
米
家
山
色
常
如
湿
、
生
得
溪
雲
送
雨
過
」二
四
と
記
す
。
米
芾
の
画
は
常
に
濡
れ
て
い
る
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
と
い
う

の
で
あ
ろ
う
。

ど
こ
ま
で
も
続
く
菜
の
花
畑
、
春
の
雨
も
止
ん
で
晴
れ
よ
う
と
し
て
い
る
そ
の
時
、
蓑
傘
を
着
た
人
が
通
り
過
ぎ
て
行
っ
た
。
寛
齋
に
は
、
そ
れ
は
ま
る
で

二
四　
『
四
庫
全
書
』
所
収
『
御
製
詩
集
』
初
集
卷
二
十
五
・
古
今
體
一
百
四
首
「
風
雨
歸
舟
」
に
「
米
家
山
色
常
如
濕
，
生
得
溪
雲
送
雨
過
，
為
想
扁
舟
迴
棹
客
，
蓑
衣
重
比
去

時
多
」
と
見
え
る
。
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一
四

一
幅
の
米
芾
が
描
い
た
絵
の
中
の
情
景
の
よ
う
に
も
見
え
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

寛
政
四
年
、『
寛
齋
先
生
遺
藁
』
巻
一
、二
七
六
頁
。

⑤　

雨
後

梅
雨
初
晴
尚
袷
衣　
　

梅
雨
初
め
て
晴
れ
る
も　

尚な

お
袷
衣

眠
残
水
郭
弄
斜
暉　
　

眠
り
残か

け　

水
郭
に
斜
暉
を
弄
す

蛙
聲
起
處
人
閑
寂　
　

蛙
聲
の
起
こ
る
處　

人　

閑
寂
に
し
て

坐
待
城
中
買
酒
帰　
　

坐
し
て
待
つ　

城
中
に
て　

酒
を
買
い
て
帰
る
を　

【
現
代
語
訳
】

梅
雨
が
明
け
た
ば
か
り
で
ま
だ
袷あ
わ
せを
着
た
ま
ま
、
眠
り
か
ら
覚
め
や
ら
ず
、
水
郷
に
夕
陽
を
愛
で
る
。
蛙
の
声
が
聞
こ
え
る
場
所
は
人
が
ま
ば
ら
で
、（
わ

た
し
は
使
い
の
者
が
）
街
で
酒
を
買
っ
て
く
る
の
を
待
っ
て
い
る
。

【
解
説
】

袷あ
わ
せは
、
裏
地
を
つ
け
て
仕
立
て
た
着
物
で
、
現
在
で
は
、
十
月
一
日
か
ら
五
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
、
着
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
六
月
に
な
る
と
梅
雨

に
入
り
、
着
物
は
、
裏
地
の
な
い
単ひ
と
え衣
に
衣
替
え
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
梅
雨
も
明
け
た
の
に
、
寛
齋
は
ま
だ
袷
を
ま
と
っ
た
ま
ま
だ
。「
眠
残
」

と
は
、
午
睡
の
途
中
で
目
が
覚
め
た
こ
と
を
指
す
の
か
。
水
郷
で
夕
陽
を
目
に
し
、
カ
エ
ル
の
鳴
き
声
を
耳
に
し
な
が
ら
、
酒
を
買
い
に
行
っ
た
下
男
を
待
っ

て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
富
山
平
野
に
広
が
る
田
園
の
静
寂
な
風
景
を
眺
め
つ
つ
、
城
下
外
れ
の
居
宅
に
座
し
て
待
つ
一
人
の
中
老
の
男
性
が
想
像
で
き
よ
う
。

梅
雨
上
が
り
の
夕
焼
け
を
眺
め
る
点
と
衣
替
え
の
こ
と
を
記
す
点
は
、
陸
游
詩
「
今
日
天
氣
佳
、
雨
絲
弄
斜
暉
、
起
居
惟
所
適
、
單
複
時
易
衣
。」二
五
の
詩

境
と
よ
く
似
て
い
る
。

二
五　
『
劍
南
詩
稿
』
卷
五
十
七
「
四
月
廿
二
日
微
雨
中
次
前
輩
韻
」。
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一
五

寛
政
四
年
、『
寛
齋
先
生
遺
藁
』
巻
一
、二
七
六
頁
。

⑥　

苦
熱
（
熱
さ
に
苦
し
む
）

萬
樹
蟬
聲
破
午
眠　
　

萬
樹
に
蟬
の
聲　

午
眠
を
破
る

風
稀
客
舎
暑
如
煎　
　

風
稀
に
し
て　

客
舎　

暑
き
こ
と
煎
る
が
如
し

小
牖
無
形
消
長
日　
　

小
牖　

長
日
を
消
す
に　

形
無
し

臥
讀
南
華
秋
水
篇　
　

臥
し
て
讀
む　

南
華
秋
水
篇

【
現
代
語
訳
】

木
と
い
う
木
は
み
な
セ
ミ
の
声
で
、
昼
寝
も
ま
ま
な
ら
ぬ
。
風
も
な
く
、
旅
の
宿
（
藩
校
宿
舎
）
は
火
に
煎
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
暑
い
。
小
さ
な
窓
で
は
日

が
な
一
日
、
過
ご
す
す
べ
が
な
い
。
寝
転
ん
で
『
荘
子
』
の
秋
水
篇
で
も
読
む
と
す
る
か
。

【
解
説
】

「
南
華
」
と
は
、「
南
華
真
経
」、す
な
わ
ち
『
荘
子
』
の
こ
と
。「
南
華
秋
水
篇
」
は
、『
荘
子
』「
外
篇
第
十
七　

秋
水
篇
」
を
い
う
。
こ
の
編
に
は
、「
秋
水
時
至
」

と
秋
の
到
来
の
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

「
消
長
日
」
は
、
司
馬
光
「
春
貼
子
詞·

太
皇
太
后
閣
六
首
」
に
「
春
來
無
以
消
長
日
、
閒
取
經
書
教
小
王
。」二
六
と
あ
る
。
司
馬
光
の
詩
に
描
か
れ
て
い
る

季
節
は
旧
暦
の
「
春
」
で
は
あ
る
が
、「
日
が
な
一
日
何
も
す
る
こ
と
が
な
い
時
に
は
、
教
授
を
小
王
に
行
お
う
」
と
記
す
。
片
や
、
寛
齋
の
「
苦
熱
」
詩
の

季
節
は
夏
で
、
暑
す
ぎ
て
ど
う
し
よ
う
も
な
い
日
は
「
秋
の
書
を
読
み
、
涼
し
さ
を
心
で
味
わ
お
う
」
と
詠
う
。
ユ
ー
モ
ア
の
あ
る
一
首
で
あ
る
。
実
際
、
富

山
の
夏
は
、
フ
ェ
ー
ン
現
象
が
発
生
し
や
す
く
、
蝉
し
ぐ
れ
の
夏
は
本
当
に
暑
い
。
そ
の
こ
と
が
背
景
に
あ
る
の
だ
ろ
う
。

寛
政
四
年
、『
寛
齋
先
生
遺
藁
』
巻
一
、二
七
五
頁
。

二
六　
『
宋
詩
紀
事
』
卷
十
四
。
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一
六

⑦　

夜
涼

孤
燈
涼
一
味　
　

孤
燈　

涼す
ず

や
か
な
る
こ
と
一
味

稍
覺
夜
衾
清　
　

稍や
や

覺
ゆ　

夜
衾
の
清ひ
や

や
か
な
る
を　
　

隔
水
城
鐘
遠　
　

水
を
隔
て
て　

城
鐘　

遠
く

含
風
市
柝
軽　
　

風
を
含
み
て　

市
柝た
く　

軽
し　
　
　

虚
窗
無
月
影　
　

虚
窗
に　

月
影　

無
く

暗
砌
有
蕉
聲　
　

暗
砌せ
い

に　

蕉
聲　

有
り

知
是
疎
疎
雨　
　

知
る　

是
れ　

疎
疎
の
雨
と

前
山
過
五
更　
　

前
山　

五
更
に
過
ぐ

【
現
代
語
訳
】

灯
一
つ
、
風
が
さ
っ
と
涼
し
く
、
夜
具
も
少
し
冷
や
や
か
に
感
じ
る
。
川
を
隔
て
て
城
の
鐘
が
遠
く
に
聞
こ
え
、
風
の
流
れ
の
中
で
拍
子
木
の
音
も
軽
や
か

に
耳
に
響
く
。
が
ら
ん
と
し
た
窓
か
ら
は
月
影
は
見
え
ず
、暗
い
階
段
の
石
畳
あ
た
り
か
ら
は
芭
蕉
の
葉
の
音
が
す
る
。
そ
れ
は
ま
ば
ら
に
降
る
雨
の
音
。（
目

を
外
に
向
け
れ
ば
）
前
に
山
が
現
れ
、
五
更
が
過
ぎ
た
。

【
解
説
】

夏
の
終
わ
り
、
灯
一
つ
、
月
も
な
く
真
っ
暗
な
夜
、
風
が
さ
っ
と
吹
き
涼
一
味
、
布
団
も
ほ
ん
の
少
し
ひ
ん
や
り
と
感
じ
る
。
耳
に
入
る
の
は
、
川
向
こ
う

の
城
の
鐘
、
風
に
流
れ
る
拍
子
木
の
音
、
ま
ば
ら
に
降
る
雨
の
音
。
眠
れ
ぬ
ま
ま
、
時
が
過
ぎ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
ふ
と
体
を
起
こ
し
て
外
を
見
や
れ
ば
、

前
方
に
山
が
そ
の
姿
を
現
し
た
。
そ
こ
で
は
じ
め
て
、
五
更
を
過
ぎ
た
こ
と
を
知
っ
た
。
眠
れ
ぬ
ま
ま
暗
闇
の
中
で
聴
覚
だ
け
が
働
く
。
異
郷
に
い
る
寂
し
さ

が
背
景
に
は
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
視
覚
が
描
き
出
し
た
の
は
わ
ず
か
に
開
始
時
の
「
灯
一
つ
」
と
末
尾
の
「
前
山
」
の
み
。
研
ぎ
澄
ま
さ
れ
た
感
性
に
よ

る
一
首
と
言
っ
て
よ
い
。

－ 192 － － 193 －



市
河
寛
齋
の
詠
ん
だ
富
山
　
㈠

一
七

な
お
、
唐
の
欧
陽
詹
が
、
除
夜
に
異
郷
で
過
ご
す
寂
し
さ
を
詠
っ
た
詩
「
除
夜
長
安
客
舍
」
に
、「
虚
牖
傳
寒
柝
、
孤
燈
照
絶
編
」二
七
の
句
が
あ
り
、
本
詩

と
同
様
に
「
虚
牖
」「
孤
燈
」「
寒
柝
」
の
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
詩
を
典
故
と
し
た
と
思
わ
れ
る
。

又
月
過
昴
畢
雨
初
晴 　
　

月　

昴
す
ば
る

畢
あ
め
ふ
り
ぼ
しを
過
ぎ　

雨　

初
め
て
晴
れ

一
味
新
涼
愛
夜
清　
　

一
味
の
新
涼　

夜
の
清
き
を
愛
す

蒲
扇
手
中
閑
事
業 　
　

蒲
扇
の
手
中　

閑
事
業

露
叢
獨
自
撲
螢
行 　
　

露
叢　

獨
自　

螢
を
撲
ち
に
行
く

【
現
代
語
訳
】

月
が
ス
バ
ル
星
と
ア
メ
フ
リ
星
を
過
ぎ
る
と
、
や
っ
と
雨
が
晴
れ
た
。
さ
っ
と
涼
や
か
な
気
が
流
れ
、
夜
の
清
々
し
さ
が
心
地
よ
い
。
蒲
の
団
扇
は
、
も
う

必
要
が
な
い
。（
そ
こ
で
）
露
に
覆
わ
れ
た
叢
に
、
ひ
と
り
蛍
を
煽
ぎ
に
行
く
。

【
解
説
】

月
が
ス
バ
ル
星
と
ア
メ
フ
リ
星
を
過
ぎ
た
こ
ろ
と
は
、
い
っ
た
い
何
時
頃
を
指
す
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
詩
が
、
前
の
詩
を
受
け
る
と
す
る
と
、
明
け
方
で
あ

ろ
う
か
。
そ
の
こ
ろ
や
っ
と
雨
が
止
ん
だ
。
蒲
の
葉
で
作
ら
れ
た
団う
ち
わ扇
で
暑
さ
を
凌
ご
う
と
思
っ
て
い
た
が
、
涼
や
か
な
風
が
ひ
た
す
ら
に
吹
く
の
で
、
そ
の

団
扇
も
用
な
し
だ
。
ま
ま
よ
、
露
に
覆
わ
れ
た
草
の
中
に
蛍
を
も
と
め
、
飛
び
来
る
蛍
と
戯
れ
る
の
に
こ
の
団
扇
を
用
い
よ
う
。
そ
ん
な
気
持
ち
を
詠
う
ユ
ー

モ
ア
の
あ
る
一
種
で
あ
る
。

な
お
、「
一
味
」
の
二
字
は
、「
夜
涼
」
二
首
に
共
通
し
て
用
い
ら
れ
る
。
炎
暑
の
夏
が
終
わ
ろ
う
と
し
、
待
ち
に
待
っ
た
さ
っ
と
過
っ
た
涼
し
さ
を
あ
ら
わ

二
七　
『
歐
陽
行
周
文
集
』
卷
二
。
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一
八

し
て
い
よ
う
。
陸
游
「
連
日
作
雨
苦
熱
」
に
「
羽
扇
綸
巾
一
味
涼
」二
八
と
あ
り
、
本
詩
と
類
似
の
表
現
が
見
え
る
。

寛
政
三
年
、『
寛
齋
先
生
遺
藁
』
巻
一
、二
七
三
頁
。

【
秋
】

⑧　

秋
晩
閑
歩
（
秋
の
暮　

そ
ぞ
ろ
に
歩
く
）

清
秋
郊
野
路　
　

清
秋　

郊
野
の
路　

躰
適
木
綿
衣　
　

躰
は　

適
す　

木
綿
の
衣

逐
景
詩
思
乱　
　

景
を
逐
い　

詩
思
乱
れ

迎
風
酒
力
微　
　

風
を
迎
え
て　

酒
力
微
か
な
り

水
枯
魚
已
痩　
　

水　

枯
れ　

魚　

已
に
痩
せ　

葉
少
果
初
肥　
　

葉　

少
な
く
し
て　

果　

初
め
て
肥
ゆ

老
健
憑
笻
竹　
　

老
い
て
健
や
か
に　

笻
竹
に
憑
り

長
歌
歩
月
帰　
　

長
歌
し
て　

月
に
歩
み
て
帰
る　

【
現
代
語
訳
】

季
節
は
秋
の
盛
り
、
郊
外
の
野
の
道
、
木
綿
の
衣
が
ち
ょ
う
ど
よ
い
。
目
に
す
る
景
色
の
ま
ま
に
あ
れ
こ
れ
詩
作
に
耽
る
。
風
に
吹
か
れ
て
酒
も
冷
め
た
。

水
は
枯
れ
魚
も
痩
せ
て
、
葉
は
ま
ば
ら
で
果
実
も
実
っ
た
ば
か
り
。
老
い
て
な
お
元
気
な
私
は
、
杖
を
頼
り
に
、
朗
々
と
う
た
い
な
が
ら
月
に
向
か
っ
て
帰
る
。

二
八　
『
劍
南
詩
稿
』
卷
八
十
三
。
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一
九

【
解
説
】

越
中
の
秋
は
そ
う
長
く
は
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
、
空
と
空
気
が
澄
ん
だ
清
秋
の
終
わ
り
ご
ろ
は
な
お
さ
ら
心
地
よ
く
感
じ
る
。
そ
の
時
期
の
気
温
は
ま
さ
に

ち
ょ
う
ど
よ
く
木
綿
の
服
が
ふ
さ
わ
し
い
。
美
し
い
景
色
を
追
い
あ
れ
こ
れ
思
索
に
耽
れ
ば
、清
々
し
い
風
に
酔
い
も
薄
れ
た
。
老
い
た
も
の
の
ま
だ
健
康
だ
。

杖
を
突
き
な
が
ら
も
、
秋
の
月
に
向
か
っ
て
詩
を
吟
じ
な
が
ら
帰
る
の
が
と
り
わ
け
心
地
よ
い
、
そ
ん
な
思
い
を
歌
っ
た
一
首
で
あ
る
。
身
に
着
け
る
着
物
で

季
節
感
を
表
す
の
は
、
前
掲
⑤
「
雨
後
」
詩
と
同
じ
。

寛
政
三
年
、『
寛
齋
先
生
遺
藁
』
巻
一
、二
七
三
頁
。

⑨　

客
去

客
去
空
齋
夜
二
更　
　

客
去
り
て　

空
齋
の
夜
二
更

瓶
茶
再
汲
石
泉
烹　
　

瓶
茶　

再
び
石
泉
を
汲
み
烹
る

月
沈
漏
少
人
初
定　
　

月　

沈
み
、
漏　

少
く
し
て　

人　

初
め
て
定
ま
る

秋
静
吟
蛩
四
面
聲　
　

秋
静
か
に　

吟
蛩　

四
面
の
聲

【
現
代
語
訳
】

客
が
去
っ
た
が
ら
ん
と
し
た
書
斎
は
夜
も
更
け
た
二
更
の
時
、
一
瓶
の
茶
を
再
び
石
の
間
か
ら
湧
き
出
る
水
を
汲
ん
で
烹
る
。
月
沈
み
、
漏
刻
（
水
時
計
の

滴
音
）
も
少
な
く
な
り
、
人
も
寝
静
ま
っ
た
静
謐
な
秋
、
コ
オ
ロ
ギ
の
鳴
く
音
が
四
方
か
ら
聞
こ
え
る
。

【
解
説
】

「
人
定
」
は
人
が
寝
静
ま
る
時
を
い
い
、「
亥
時
」
を
指
す
と
さ
れ
る
が
、
今
日
の
二
十
一
時
か
ら
二
十
三
時
の
頃
を
い
う
。
月
も
姿
を
隠
し
、
真
っ
暗
で
静

寂
な
中
で
水
を
汲
み
湯
を
沸
か
す
。
コ
オ
ロ
ギ
だ
け
が
静
謐
な
闇
夜
に
響
く
の
だ
。「
月
沈
漏
少
人
初
定
」
は
、
蘇
軾
「
卜
算
子
」（
黄
州
定
慧
院
寓
居
作
）
の
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二
〇

「
缺
月
挂
疏
桐
、
漏
斷
人
初
靜
（
欠
け
た
月
が
掛
か
る　

ま
ば
ら
な
桐
の
上
水
時
計
の
滴
も
絶
え　

人
の
ざ
わ
め
き
も
静
ま
っ
た
）」二
九
の
句
が
念
頭
に
あ
っ
た

と
思
わ
れ
る
。

寛
政
三
年
、『
寛
齋
先
生
遺
藁
』
巻
一
、二
七
三
頁
。

⑩　

渓
行

高
低
谿
路
仄　
　

高
低
の
谿
路　

仄ほ
の

か
に
て

停
杖
立
巉
巖　
　

杖
を
停
め
て　

巉さ
ん

巖が
ん

に
立
つ

木
落
邨
全
出　
　

木
落
ち
て　

邨　

全
出
し

日
殘
山
半
銜　
　

日
殘か

け　

山
半
ば
銜つ
ら

な
り

欲
帰
雲
漠
漠　
　

帰
ら
ん
と
欲
す
る
雲
は　

漠
漠
た
り
て

将
宿
鳥
喃
喃　
　

将
に
宿
ら
ん
す
る
鳥
は　

喃
喃
た
り

秋
景
耽
幽
淡　
　

秋
景　

幽
淡
に
耽
け

愈
知
世
味
鹹　
　

愈い
よ

い
よ
世
味
の
鹹に
が

さ
を
知
る

【
現
代
語
訳
】

上
下
す
る
谷
間
の
道
が
狭
く
な
り
、
杖
を
止
め
て
高
く
切
り
立
つ
岩
の
上
に
立
つ
と
、
視
界
か
ら
は
、
木
の
葉
が
落
ち
た
隙
間
に
、
村
の
全
貌
が
現
れ
、
日

は
沈
み
か
け
て
山
は
そ
の
境
界
が
あ
い
ま
い
に
な
っ
て
い
る
。
帰
ろ
う
と
す
る
雲
が
は
る
か
に
広
が
り
、
宿
ろ
う
と
す
る
鳥
が
さ
え
ず
る
。
秋
の
景
色
は
美
し

く
も
物
寂
し
く
、
ま
す
ま
す
世
の
鹹
さ
を
知
る
。

二
九　
『
四
庫
全
書
』『
東
坡
詞
』
一
巻
（
全
一
卷
）
に
「
卜
算
子
」
に
「
缺
月
挂
疏
桐
、
漏
斷
人
初
靜
」
と
見
え
る
。
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二
一

【
解
説
】

「
谷
間
の
道
が
狭
く
な
り
、
杖
を
止
め
て
高
く
切
り
立
つ
岩
」
が
あ
る
の
は
、
神
通
川
沿
い
に
違
い
な
い
。
秋
も
深
ま
り
、
葉
が
落
ち
る
と
、
今
ま
で
目
に

で
き
な
か
っ
た
も
の
が
急
に
現
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
を
寛
齋
は
、「
木
落
邨
全
出
」
と
記
す
。
こ
れ
は
、
陸
游
詩
に
も
「
木
落
山
尽
出
」三
〇
と
あ
り
、
そ

れ
に
ヒ
ン
ト
を
得
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。「
木
落
」
と
は
、木
の
葉
が
凋
落
す
る
こ
と
。
続
く
「
日
殘
山
半
銜
」
は
、白
楽
天
に
「
城
昏
日
半
銜
」三
一
と
あ
り
、「
街

全
体
が
暗
く
な
り
日
の
光
も
繋
が
っ
て
混
然
と
し
た
」
と
い
う
意
味
、
そ
の
判
別
で
き
な
い
さ
ま
を
形
容
し
よ
う
と
「
半
銜
」
を
用
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
美
し

い
秋
景
を
眼
前
に
し
つ
つ
も
物
悲
し
い
北
陸
の
晩
秋
と
自
身
の
境
遇
が
重
な
っ
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。

寛
政
三
年
、『
寛
齋
先
生
遺
藁
』
巻
一
、二
七
三
頁
。

⑪　

客
夜
偶
作

越
中
九
月
夜
初
寒　
　

越
中　

九
月
の
夜　

初
め
て
の
寒
さ

偏
覺
孤
眠
一
室
寛　
　

偏
え
に
覺
ゆ　

孤
眠　

一
室
の
寛
き
を

山
雪
晴
来
添
髩
白　
　

山
雪　

晴
れ
来
た
り
て　

髩
白
に
添
い

林
霜
深
處
奈
心
丹　
　

林
霜
の
深
處　

心
丹
を
奈い
か

ん
せ
ん

身
癯
雨
氣
侵
何
耐　
　

身　

癯
せ
て　

雨
氣　

侵
す
に　

何
ぞ
耐
え
ん

衣
薄
風
威
忍
亦
難　
　

衣　

薄
く
し
て　

風　

威
し
く　

忍
も
亦
た
難
し

郷
夢
路
長
帰
不
得　
　

郷
の
夢
路
は
長
く
し
て　

帰
る
を
得
ず

家
書
重
又
挑
燈
看　
　

家
書
は　

重
ね
て
又
た　

燈
を
挑
げ
て
看
る

三
〇　
『
劍
南
詩
稿
』
卷
三
十
七
「
小
舟
過
吉
澤
効
王
右
丞
」
に
「
澤
園
霜
露
晚
，
孤
村
煙
火
微
，
本
去
官
道
遠
，
自
然
人
迹
稀
，
木
落
山
盡
出
，
鐘
鳴
僧
獨
歸
，
漁
家
閒
似
我
，

未
夕
閉
柴
扉
」
と
見
え
る
。

三
一　

七
十
一
卷
本
『
白
氏
長
慶
集
』
卷
二
十
四
「
奉
和
汴
州
令
狐
令
公
二
十
二
韻
」
に
「
門
靜
塵
初
斂
，
城
昏
日
半
銜
」
と
見
え
る
。

－ 188 －



富
山
大
学
人
文
科
学
研
究

二
二

【
現
代
語
訳
】

越
中
で
は
旧
暦
九
月
に
夜
は
寒
く
な
り
は
じ
め
、
独
り
寝
す
る
部
屋
が
広
い
と
ひ
た
す
ら
感
じ
る
。
山
の
白
雪
が
日
に
映
え
て
、
鬢
の
白
さ
を
更
に
目
立
た

せ
、
林
の
霜
の
奥
深
い
と
こ
ろ
で
は
心
を
い
か
ん
と
も
し
が
た
い
。
身
は
痩
せ
て
雨
の
湿
気
に
耐
え
ら
れ
ず
、
衣
は
薄
く
風
の
激
し
さ
に
持
ち
こ
た
え
ら
れ
そ

う
も
な
い
。
故
郷
の
夢
を
見
て
も
遠
く
に
あ
っ
て
帰
る
こ
と
が
か
な
わ
ず
、
家
族
か
ら
の
手
紙
を
何
度
も
何
度
も
燈
火
を
か
き
た
て
て
読
む
。

【
解
説
】

唐
の
権
德
輿
の
詩
に
遠
方
の
愛
す
る
人
に
思
い
を
馳
せ
て
眠
れ
な
い
さ
ま
を
「
転
枕
挑
灯
（
枕
を
何
度
も
ひ
っ
く
り
返
し
、
灯
を
か
か
げ
て
夜
が
明
け
る
の

を
待
つ
）」三
二
と
形
容
し
た
一
句
が
あ
る
。
気
温
が
低
が
る
と
心
も
寒
く
な
り
家
族
へ
の
思
い
が
一
層
募
る
も
の
。
本
詩
は
、
初
頭
の
寒
さ
に
募
る
望
郷
の
念

を
詠
っ
た
一
首
。「
雨
気
（
雨
の
気
配
）」
の
語
は
、李
煜
「
病
中
感
懐
」
に
も
、「
風
威
侵
病
骨
、雨
氣
咽
愁
腸
。」三
三
と
類
似
の
表
現
が
あ
る
。「
心
丹
」
は
「
丹

心
」
に
同
じ
で
脚
韻
の
た
め
に
倒
置
し
た
も
の
。

寛
政
三
年
、『
寛
齋
先
生
遺
藁
』
巻
一
、二
七
三
頁
。

【
冬
】

⑫　

冬
夜

膽
瓶
汲
水
月
中
還　
　

膽
瓶
に
て
水
を
汲
み　

月
中
に
還
る

手
置
風
爐
煮
夜
閑　
　

手
も
て
風
爐
を
置
き　

夜
の
閑
け
さ
に
煮
る

却
聽
渓
邊
碎
氷
處　
　

却
っ
て
聽
く　

渓
邊
の
氷
を
碎
く
處

三
二　
『
全
唐
詩
』
卷
三
二
九
権
德
輿
「
太
常
寺
宿
斎
有
寄
」
に
「
転
枕
挑
灯
候
暁
鶏
，
相
君
応
嘆
太
常
妻
」
と
見
え
る
。

三
三　
『
南
唐
二
主
詞
』
に
南
唐
李
煜
『
病
中
感
懐
』「
憔
悴
年
来
甚
，
蕭
条
益
自
傷
。
風
威
侵
病
骨
，
雨
氣
咽
愁
腸
。」
と
見
え
る
。
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二
三

寒
聲
激
石
更
潺
湲　
　

寒
聲　

石
に
激
し
て
更
に
潺せ
ん
か
ん湲

【
現
代
語
訳
】

徳
利
状
の
瓶
で
水
を
汲
み
、
月
の
中
を
家
に
急
ぐ
。
風
炉
（
湯
を
わ
か
す
た
め
に
用
い
ら
れ
る
釜
）
を
手
で
置
い
て
、
夜
更
け
の
静
か
な
中
で
お
湯
を
沸
か

す
。（
そ
の
音
に
耳
を
澄
ま
す
と
）
渓
流
の
氷
が
砕
け
る
よ
う
に
思
え
、
冬
の
風
の
音
が
石
に
ぶ
つ
か
り
渓
流
が
よ
り
さ
ら
さ
ら
と
流
れ
る
よ
う
に
聞
こ
え
る
。

【
解
説
】

住
居
の
ほ
ど
近
い
と
こ
ろ
に
、
清
水
の
湧
き
出
る
場
所
が
あ
っ
た
の
か
、
そ
こ
で
水
を
汲
み
、
お
湯
を
沸
か
す
。
耳
を
す
ま
せ
ば
、
し
い
ん
と
し
た
夜
に
湯

の
沸
く
音
は
、
水
の
流
れ
る
音
、
風
が
石
に
ぶ
つ
か
る
音
の
よ
う
に
聞
こ
え
る
。
冬
の
寒
さ
の
中
で
、
研
ぎ
澄
ま
さ
れ
た
聴
覚
が
詠
ん
だ
一
首
と
い
え
る
。

寛
政
三
年
、『
寛
齋
先
生
遺
藁
』
巻
一
、二
七
三
頁
。

⑬　

晨
起

紙
被
風
寒
數
暁
鐘　
　

紙
被　

風
寒
く　

暁
鐘
を
數
う

夜
來
飛
雪
把
階
封　
　

夜
來
の
飛
雪　

階
を
把
り
て
封
ず

瓶
中
欲
折
梅
花
挿　
　

瓶
中　

梅
花
を
折
り
て
挿
さ
ん
と
欲
す

也
恐
牆
邊
屐
印
蹤　
　

也ま
た

恐
る　

牆
邊
に　

屐
蹤
を
印
す
る
を

【
現
代
語
訳
】

紙
で
作
っ
た
夜
着
は
風
が
吹
く
と
寒
く
、（
目
が
覚
め
て
）
暁
の
鐘
を
数
え
る
。
昨
夜
来
、
雪
が
舞
い
階
を
覆
い
つ
く
し
た
。
梅
の
花
を
手
折
り
花
瓶
に
生

け
よ
う
と
思
う
が
、
垣
根
の
あ
た
り
に
下
駄
の
跡
が
残
る
の
で
は
と
思
う
。
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二
四

【
解
説
】

「
紙
被
」
と
は
、『
日
本
国
語
大
辞
典　

第
二
版
』三
四
に
「（「
か
み
ふ
す
ま
」
と
も
） 

紙か
み
こ子
で
作
っ
た
粗
末
な
夜
具
。
紙
の
間
に
わ
ら
し
べ
を
入
れ
る
こ
と
も
あ

る
。
紙
の
ふ
す
ま
。
か
み
ぶ
と
ん
。
天
徳
寺
。」
と
あ
る
。
雪
の
降
る
早
朝
の
寒
さ
が
、「
紙
被
」
で
さ
ら
に
寒
く
感
じ
る
。
ま
し
て
や
「
飛
雪
」
が
外
の
階
を

覆
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
な
お
さ
ら
で
あ
ろ
う
。早
咲
き
の
梅
を
一
枝
取
っ
て
き
た
い
と
思
う
が
、足
跡
が
つ
い
て
誰
か
に
知
ら
れ
る
の
が
嫌
な
よ
う
で
あ
る
。「
屐

蹤
」
は
、
江
戸
の
俳
句
「
雪
の
朝
二
の
字
二
の
字
の
下
駄
の
跡
」
と
あ
る
よ
う
に
、
二
の
字
で
あ
る
。
寒
さ
で
目
を
覚
ま
し
た
も
の
の
、
布
団
の
中
で
外
の
様

子
を
あ
れ
こ
れ
思
っ
て
詠
ん
だ
一
首
か
。

寛
政
三
年
、『
寛
齋
先
生
遺
藁
』
巻
一
、二
七
四
頁
。

⑭　

雪
中
雑
詩
五
首

　
　

其
の
一

壓
屋
埋
門
雪
過
顛　

屋
を
圧
し
門
を
埋
め
て　

雪
は
顛
い
た
だ
きを
過
ぐ

玉
山
始
有
五
丁
穿　

玉
山　

始
め
て
五
丁
の
穿
つ
有
り

如
絲
逕
路
通
来
往　

糸
の
如
き
逕
路　

来
往
を
通
じ

不
使
行
人
爭
後
先　

行
人
を
し
て　

後
先
を
争
わ
使し

め
ず　

【
現
代
語
訳
】

家
を
覆
っ
て
玄
関
を
埋
め
た
雪
は
頭
の
て
っ
ぺ
ん
を
越
え
る
ほ
ど
降
っ
た
。
幾
人
か
の
男
手
で
雪
の
山
は
や
っ
と
穿
た
れ
て
、
糸
の
よ
う
な
小
道
が
往
来
を

可
能
に
し
、
道
行
く
人
が
先
を
競
う
こ
と
も
な
い
。

三
四　

日
本
国
語
大
辞
典
第
二
版
編
集
委
員
会
編
、
小
学
館
、
二
〇
〇
〇
年
。
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二
五

【
解
説
】

富
山
の
雪
の
様
子
を
詠う
た

っ
た
も
の
。
東
晋
の
地
方
誌
『
華
陽
國
志
』
巻
三
に
、
秦
惠
王
は
蜀
王
が
好
色
で
あ
る
こ
と
を
知
り
、
五
人
の
娘
を
蜀
に
送
る
こ
と

を
約
束
し
た
た
め
、
蜀
王
は
五
丁
を
派
遣
し
て
山
を
開
か
せ
て
迎
え
た
と
あ
る
。
五
丁
は
山
を
開
く
ほ
ど
の
力
持
ち
で
あ
る
と
い
う
。「
玉
山
始
有
五
丁
穿
」

は
そ
の
故
事
が
背
景
に
あ
る
。「
玉
山
」
は
、「
雪
が
堆
積
し
て
い
る
さ
ま
」
を
指
す
。「
如
絲
逕
路
」
を
、
高
田
な
ど
に
見
え
る
「
雁
木
」
と
解
す
る
向
き
も

あ
る
が
、
富
山
城
下
の
街
並
み
に
は
「
雁
木
」
が
あ
っ
た
と
い
う
記
述
は
管
見
の
と
こ
ろ
見
当
た
ら
な
い
。
な
お
、
今
日
の
富
山
市
は
、
家
を
覆
う
よ
う
な
降

雪
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

　
　

其
の
二

欲
跨
小
蹇
命
吟
行　
　

小
蹇
を
跨
ぎ　

吟
行
を
命
ぜ
ん
と
欲
す

埋
盡
寒
郊
路
不
平　
　

埋
め
尽
す　

寒
郊
の
路　

平
ら
な
ら
ず

雲
黒
西
山
風
倐
變　
　

雲
黒
く　

西
山　

風
倐た
ち
まち
変
じ　

前
邨
簸
雪
後
邨
晴　
　

前
邨
は
雪
を
簸あ
お

り　

後
邨
は
晴
る

【
現
代
語
訳
】

小
さ
な
ロ
バ
に
跨
い
で
吟
行
し
よ
う
と
し
た
ら
、
雪
が
寒
村
を
埋
め
尽
く
し
て
道
は
で
こ
ぼ
こ
だ
。
雲
は
黒
く
な
り
西
山
の
風
は
急
に
変
わ
り
、
前
の
村
は

雪
が
勢
い
よ
く
降
っ
て
い
た
が
後
の
村
は
晴
れ
て
い
た
。

【
解
説
】

「
跨
小
蹇
」
は
、
陸
游
詩
に
よ
く
登
場
す
る
語
彙
。
例
え
ば
、
陸
游
「
秋
夜
感
遇
十
首
以
孤
村
一
犬
吠
殘
月
幾
人
行
為
韻
・
其
の
四
」
に
「
我
夢
遊
異
境
、

烏
㡌
跨
小
蹇
」三
五
な
ど
と
あ
る
、「
跨
小
蹇
」
に
は
詩
人
が
吟
行
に
出
か
け
る
姿
が
託
さ
れ
て
い
る
。
江
戸
時
代
の
富
山
に
ロ
バ
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
か
ら
、

三
五　
『
劍
南
詩
稿
』
卷
五
十
八
。
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本
詩
は
、
陸
游
詩
に
託
さ
れ
た
詩
人
の
イ
メ
ー
ジ
を
借
用
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
富
山
の
天
気
は
変
わ
り
や
す
く
、
冬
に
お
い
て
は
な
お
さ
ら
激
し
く
変
化
す
る
。

今
日
に
も
通
じ
る
自
然
の
様
子
が
描
写
さ
れ
て
い
る
。　
　

　
　

其
の
三

西
山
一
帯
玉
龍
盤　
　

西
山
一
帶　

玉
龍　

盤
わ
だ
か
まる

河
水
湛
藍
月
裏
寒　
　

河
水　

藍
を
湛た
た

え
て　

月
裏　

寒
し

可
惜
城
中
三
萬
戸　
　

惜
し
む
可
し　

城
中
三
萬
の
戸

無
人
會
得
把
盃
看　
　

人
の　

盃
を
把
り
て
看
る
を
会
得
す
る
無
し

【
現
代
語
訳
】

西
山
一
帯
は
玉
龍
が
蟠
る
よ
う
で
、
ま
た
、
川
の
水
は
藍
色
を
湛
え
て
月
光
の
中
で
寒
々
と
輝
い
て
い
る
。
し
か
し
、
残
念
な
こ
と
に
、
城
中
三
万
戸
の
人
々

に
は
酒
杯
を
取
っ
て
鑑
賞
で
き
る
人
は
い
な
い
。

【
解
説
】

「
西
山
一
帯
」
と
は
、
今
の
富
山
県
砺
波
の
あ
た
り
か
、
そ
こ
か
ら
は
江
戸
期
に
は
美
し
い
瑪
瑙
な
ど
が
産
出
さ
れ
た
。
一
方
、
富
山
城
下
の
「
河
水
」
も
、

寒
い
月
の
夜
に
は
藍
色
を
湛
え
て
ま
ば
ゆ
く
輝
く
。
こ
れ
が
富
山
の
冬
の
美
し
さ
の
一
つ
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
寛
齋
は
、
そ
れ
を
解
す
る
人
が

こ
の
地
に
は
い
な
い
と
嘆
く
。
確
か
に
、
寛
齋
自
身
は
、
玩
具
傲
具
の
趣
味
も
あ
り
、「
傲
具
詩
」
や
「
瑪
瑙
研
山
」
な
ど
の
詩
も
残
し
て
い
て
、
そ
の
目
か

ら
見
れ
ば
越
中
の
人
々
の
中
に
は
そ
の
こ
と
を
真
に
解
す
る
人
は
い
な
い
よ
う
に
見
え
た
の
だ
ろ
う
。

た
だ
、加
賀
藩
で
は
あ
る
が
、高
岡
に
、「
寛
政
年
間
よ
り
文
政
の
初
年
に
至
る
ま
で
、地
方
の
人
士
皆
仰
い
で
以
て
文
壇
の
盟
主
」寺
崎
蛠
洲
が
い
て
、そ
の『
蛠

洲
餘
珠
』三
六
「
五
萬
度
山
」
一
文
に
は
、砺
波
か
ら
「
瑪
瑙
」
な
ど
の
玉
石
が
産
出
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
漢
文
で
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、『
高
岡
史
料
』三
七
に
は
、

三
六　

磯
部
祐
子
・
森
賀
一
惠
著
『
富
山
文
学
の
黎
明
🉂
―
漢
文
小
説
『
蛠
洲
餘
珠
巻
下
』
を
読
む
―
』（
桂
書
房
、
二
〇
一
七
年
）
九
十
六
頁
。

三
七　

高
岡
市
役
所
編
、
明
治
四
十
二
年
刊
。
七
九
四
、七
九
五
頁
。
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寺
崎
蛠
洲
の
妻
の
父
、
即
ち
岳
父
・
内
藤
彦
助
（
医
者
）
が
「
玉
石
刀
剣
」
を
好
ん
で
い
た
こ
と
な
ど
が
記
さ
れ
、
当
時
、
一
部
の
経
済
的
に
裕
福
な
人
々
の

間
で
、
玉
石
ブ
ー
ム
が
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

　
　

其
の
四

破
牕
寒
徹
五
更
風　
　

破
牕　

寒
は
徹
す　

五
更
の
風

八
尺
身
材
曲
似
弓　
　

八
尺
の
身
材　

曲
げ
て
弓
に
似
る

氷
柱
幾
條
垂
到
地　
　

氷
柱
幾
條　

垂
れ
て
地
に
到
る

水
晶
簾
外
月
玲
瓏　
　

水
晶
簾
外　

月　

玲
瓏

【
現
代
語
訳
】

破
れ
た
窓
か
ら
吹
き
込
み
、
寒
さ
が
身
に
沁
み
る
。
明
け
方
五
更
の
風
に
、
八
尺
の
こ
の
身
は
縮
こ
ま
り
弓
の
よ
う
だ
。
氷つ
ら
ら柱
が
何
本
も
垂
れ
て
地
に
届
い

て
い
る
。
そ
の
氷
柱
は
恰
も
水
晶
の
暖
簾
の
よ
う
で
、
そ
の
外
に
は
、
月
が
玲
瓏
と
輝
い
て
い
る
。

【
解
説
】

冬
の
月
の
下
で
冷
た
い
光
を
放
つ
氷
柱
が
そ
の
厳
し
い
寒
さ
を
伝
え
る
一
首
で
あ
る
。
宋
の
呂
濱
老
に「
凉
露
洗
秋
空
。
菊
径
鸣
蛩
。
水
晶
簾
外
月
玲
瓏
」三
八

の
句
が
あ
る
。
片
や
秋
の
夜
空
、
片
や
冬
の
夜
空
の
情
景
と
季
節
は
異
な
る
が
、「
水
晶
簾
外
月
玲
瓏
」
一
句
が
両
者
に
共
通
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。

　
　

其
の
五

密
雪
沈
沈
夜
欲
中　
　

密
雪　

沈
沈
と
し
て　

夜
は
中
ば
に
な
ら
ん
と
欲
す

擦
簷
聲
淡
聴
還
空　
　

簷の
き

を
擦す

る
声
は
淡
く　

聴
き
て
還ま

た
空
し

三
八　
『
聖
求
詞
』
巻
一
「
浪
淘
沙
・
凉
露
洗
秋
空
」。
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二
八

長
松
能
慣
低
垂
態　
　

長
松　

能
く
低
垂
の
態
に
慣
れ
て

摧
落
瑶
花
不
待
風　
　

瑶
花
を
摧
落
す
る
に　

風
を
待
た
ず

【
現
代
語
訳
】

細
か
い
雪
は
静
か
に
降
り
し
き
り
、
そ
ろ
そ
ろ
真
夜
中
に
な
ろ
う
と
す
る
。
簷の
き

を
か
す
め
る
音
は
、
微
小
で
聞
こ
う
と
し
て
も
消
え
て
ゆ
く
。
長
い
松
も
低

く
垂
れ
る
格
好
に
慣
れ
て
、
雪
を
落
と
す
の
に
風
を
待
つ
ま
で
も
な
い
。

【
解
説
】

静
か
な
夜
に
、
細
か
い
雪
が
し
ん
し
ん
と
降
る
。
耳
を
す
ま
せ
ば
、
雪
が
簷
を
擦
る
音
が
か
す
か
に
聞
こ
え
そ
う
だ
が
、
そ
の
音
は
雪
の
中
に
消
え
て
い
っ

た
。
背
の
高
い
松
も
雪
の
重
み
で
首
を
垂
れ
、
雪
は
そ
の
垂
れ
た
松
に
従
い
地
面
へ
と
落
ち
て
い
く
。
富
山
に
来
て
初
め
て
の
冬
で
あ
る
が
、
そ
の
細
か
な
観

察
眼
に
驚
く
。

「
瑶
花
」
は
、
白
玉
の
花
、
ま
た
雪
を
指
す
。「
密
雪
」
は
、
謝
恵
連
「
雪
賦
」
に
「
俄
而
微
霰
零
、
密
雪
下
」三
九
と
あ
り
、
細
か
い
雪
を
指
す
。

寛
政
三
年
、『
寛
齋
先
生
遺
藁
』
巻
一
、二
七
四
頁
。　
（
な
お
、
其
の
一
と
其
の
四
は
、『
江
戸
詩
人
選
集 

五　

市
河
寛
斎
・
大
窪
詩
仏
』 

に
已
に
訳
出
さ
れ

て
い
る
。）

⑮　

冬
晴

冬
郊
景
物
属
晴
暄　
　

冬
郊
の
景
物　

晴
暄
に
属
し

霜
薄
秋
光
一
半
存　
　

霜
薄
く
し
て　

秋
光
一
半
存
す

可
惜
山
僧
不
解
事　
　

惜
し
む
可
し　

山
僧　

事
を
解
さ
ざ
る
を

満
渓
風
葉
拂
黄
昏　
　

満
渓
の
風
葉　

黄
昏
を
拂は
ら

う

三
九　
『
全
宋
文
』 

卷
三
十
四
。
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二
九

【
現
代
語
訳
】

（
今
日
の
）
冬
の
郊
外
の
景
色
は
晴
朗
で
暖
か
い
と
い
っ
て
よ
く
、
霜
も
わ
ず
か
で
秋
の
光
が
半
ば
残
っ
て
い
る
。
た
だ
残
念
な
こ
と
に
田
舎
の
僧
侶
は
風

流
を
解
さ
な
い
。
渓
谷
を
覆
う
紅
葉
が
風
に
舞
い
黄
昏
（
の
寂
し
さ
）
を
払
っ
て
い
る
の
に
。

【
解
説
】

北
陸
の
冬
は
、
晴
れ
る
日
な
ど
そ
う
多
く
は
な
い
。
そ
の
た
め
か
、
晴
れ
る
と
殊
の
ほ
か
嬉
し
く
、
太
陽
の
下
で
、
冬
で
も
秋
の
輝
き
と
温
か
さ
を
取
り
戻

し
た
よ
う
に
感
じ
る
。
そ
ん
な
日
、
足
を
運
ん
で
目
に
し
た
渓
流
は
美
し
く
、
そ
の
両
岸
の
紅
葉
は
錦
織
り
な
し
、
風
が
吹
け
ば
渓
谷
に
舞
う
。
し
か
し
、
見

慣
れ
た
山
僧
は
そ
の
風
景
を
前
に
し
て
も
心
躍
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
見
え
た
。
そ
の
よ
う
な
中
で
詠
ん
だ
一
首
で
あ
ろ
う
。
前
掲
「
雪
中
雑
詩
」
三
首
目
に

見
え
る
、風
流
を
解
さ
ぬ
「
城
中
三
萬
の
戸
」
と
い
い
、「
山
僧
」
と
い
い
、寛
齋
の
眼
に
は
、風
流
を
解
さ
な
い
田
舎
の
人
々
に
対
す
る
無
意
識
の
蔑
み
も
あ
っ

た
よ
う
で
あ
る
。

な
お
、「
暄
暖
」
は
あ
ま
り
耳
慣
れ
な
い
言
葉
で
あ
る
が
、
冬
に
遭
遇
し
た
春
の
よ
う
な
暖
か
さ
を
表
現
す
る
一
語
で
あ
り
、
陸
游
詩
「
冬
晴
」
に
「
歳
暮

常
年
雪
正
豪
、
今
年
暄
暖
減
綈
袍
」四
〇
と
見
え
る
。

寛
政
七
年
、『
寛
齋
先
生
遺
藁
』
巻
二
、二
八
二
頁
。　

⑯　

客
舎
冬
暁

重
裘
暖
帽
圍
爐
坐　
　

重
裘
暖
帽　

爐
を
圍
み
て
坐
る

十
月
江
城
無
此
寒　
　

十
月
の
江
城　

此
の
寒
さ
無
し

昨
夜
雨
聲
添
米
粒　
　

昨
夜　

雨
聲
に
米
粒
が
添
い

満
山
朝
色
雪
中
看　
　

満
山
の
朝
色　

雪
中
に
看
る

四
〇　
『
劍
南
詩
槀
』
卷
六
十
九
。
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三
〇

【
現
代
語
訳
】

重
ね
裘
を
着
て
暖
か
い
帽
子
を
被
り
爐
を
囲
ん
で
座
る
。
十
月
の
江
戸
に
は
こ
ん
な
寒
さ
は
な
い
。
昨
夜
は
雨
音
に
米
粒
が
落
ち
る
よ
う
な
音
が
混
じ
っ
て

い
た
が
、
今
朝
は
山
と
い
う
山
の
姿
が
雪
の
中
に
あ
っ
た
。

【
解
説
】

そ
の
土
地
が
余
り
に
寒
い
と
、か
つ
て
過
ご
し
た
と
こ
ろ
は
こ
ん
な
に
寒
く
な
か
っ
た
の
に
と
愚
痴
り
た
く
も
な
る
だ
ろ
う
。
天
気
の
移
り
変
わ
り
も
早
く
、

暗
く
な
る
頃
は
雨
だ
っ
た
の
に
霰
交
じ
り
と
な
り
、
起
き
て
み
た
ら
一
面
の
雪
だ
。
今
で
も
体
験
す
る
変
化
の
激
し
い
富
山
の
天
気
が
詠
わ
れ
て
い
る
。

「
重
裘
暖
帽
」
は
、白
居
易
「
即
事
重
題
」四
一
に
「
重
裘
暖
帽
寛
毡
履
、小
閣
低
窗
深
地
爐
。
身
稳
心
安
眠
未
起
、西
京
朝
士
得
知
無
。」
と
あ
り
、「
重
裘
暖
帽
」

と
あ
る
よ
う
に
、
冬
に
身
に
着
け
る
帽
子
の
表
現
と
し
て
用
い
ら
れ
る
。

寛
政
七
年
、『
寛
齋
先
生
遺
藁
』
巻
二
、二
八
二
頁
。

小
論
は
、
令
和
四
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究
（
ｃ
）「
江
戸
明
治
期
漢
文
笑
話
集
の
訳
読
と
研
究
―
江
戸
後
期
か
ら
明
治
初
期
の
漢
文
笑
話
集
を

中
心
に
―
」（
研
究
課
題
番
号
１
８
ｋ
０
０
３
１
３
、
代
表
・
磯
部
祐
子
）
の
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

四
一　
『
白
氏
長
慶
集
』
巻
三
十
二
。
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